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 あたりまえを、新しく。 



 

はじめに 
 

私たち大昭工業は、名古屋エリアを拠点として主に廃棄物のリサイクル、                         

水処理施設などの管理をしている会社で今年、創業53年を迎えます。                               

廃棄物業界というと、先般の廃棄カツ横流し事件もあり、あまり良いイメージを持たれていません。 

また、実際社会的に淘汰されるべきインフォーマルセクターも一定数存在する、というのが現状です。          

何しろ「コンプライアンスを守ろう！」と声高に叫べば真っ当な企業に見えてしまうので、他業種からは、      

「法律を守るという当たり前のことがちゃんとできてないのか？」と思われても仕方ない業界なのです。 

社会貢献度の高い素晴らしい仕事ですが、これが残念な現実です。 

 

その廃棄物処理企業が、なぜCSRに取り組むのか。法的要請よりハードルが高い社会的要請に対応できるのか。 

私は以前よりグリーンな活動や社会貢献に興味はありましたが、本気でCSRに取り組もうと思ったのには     

崇高な想いがあった訳ではありません。単に社会から褒められたかったからにすぎません。                                

我が社が褒められるということは従業員が褒められるということ。                                

褒められて嬉しくない人はいませんし、それが誇りとやる気につながればESもCSも上がり、              

結果的に企業価値が上がれば素晴らしい。企業価値が上がると行政やお客様にも認知されることになり      

発言力も上がり、くだらない価格競争に巻き込まれるのを防ぐ。            

こうしてCSRを企業の経済的プラス要因、さらには成長エンジンにまで昇華させるべきであり、             

これこそまさに私どものミッションである「資源価値の最大化」でもあるのです。  

 

このレポートは、大昭工業のみんなが精いっぱい、努力し、苦しみ、また、工夫した結果です。 

ぜひ、私たちの活動を見てください。そして、ご意見をいただければ幸いです。 

 



 

大昭工業の取組み 

現在、我が社のCSR的グリーンな取り組みとして一番チカラを入れているのは交通事故撲滅です。          

交通事故は、被害者も加害者も関係者もすべて、誰もハッピーになりません。                          

金銭的、時間的にも失うものが多く、お客様にも迷惑をかける。                                  

そして、結果的に地球環境に与える負のインパクトが非常に大きいことを社員に理解してもらい、          

共に日々学んでおります。 

私たちは、本業である廃棄物処理業を通じて、資源価値の最大化＆水環境の保全に貢献し、               

交通事故と労働災害の撲滅にむけて、これからも邁進いたします。 

 

 

取組の三本柱 

経営理念 

資源価値を最大化する。 

「環境サービス業」として、美しい自然を後世に残し、快適な生活空間を地域に提供する。 

環境インフラの整備を通じて、お客様に喜びと安心を提供する。 

経営方針 

・私たちは、お客様のご要望に「迅速に」お応えします。 

・私たちは、全ての事業活動を通じて環境保全、環境保護に貢献します。 

・私たちは、全ての事業活動において汚染の予防を図ります。 

・私たちは、法令・規制の順守に努めます。 

・私たちは、交通事故・労働災害の撲滅に努め、地域の安全安心に貢献します。 

・私たちは、廃棄物の適正処理と資源循環を全社一丸となって推進します。 

・私たちは、省エネルギーと地球温暖化の防止に貢献し続けます。 

・私たちは、常に努力を怠らず、全社一丸となって工夫・改善を続けてまいります。 

   行動指針 

・私たちは、大昭工業の一員として意識を高め行動します。 

・市の許可業者として自覚を持ち行動します。  

2015年10月02日     

  代表取締役 木村諭意智 



交通事故・労働災害撲滅への取組み 
 

現在我が社のCSR的グリーンな取り組みとして一番チカラを入れているのは交通事故撲滅です。             

交通事故は、被害者も加害者も関係者もすべて、誰もハッピーになりません。                       

金銭的、時間的にも失うものが多く、お客様にも迷惑をかける。                               

そして地球環境に与える負のインパクトが非常に大きいことを社員に理解してもらい、 共に日々学んでおります。 

第三者から厳しくかつ客観的に活動を評価し、自らがスパイラルアップするために、                             

道路交通安全マネジメントシステム 国際規格ISO39001の認証を受けております。 

熱中症・腰痛対策 

従 業 員 の 熱 中 症 対 策 と し て 予 防 策 を    

行 い ま し た 。 ま た 作 業 員 に は 腰 部    

骨 盤 ベ ル ト や イ ン ナ ー シ ャ ツ を     

支 給 し 、 作 業 負 荷 を 軽 減 し て い ま す 。 

リスクアセスメント・KY活動 

各事業プロセスについて、リスクアセスメントを行い、

労働安全衛生管理策を定めています。またＫＹ活動に

よって、従業員全員が危険源への感性を高めています。  

安全大会・安全研修 

年１回安全大会/安全研修を行い、従業員全

員が安全に対する決意を固めます。時には、

外部から講師をお招きして安全研修を行って

います。(※右側の写真は2019年度に開催した様子) 

また加盟しているエコスタッフ･ジャパン 

で定期的に社外研修を受講しています。 

アルコールチェッカー・デジタコ 

乗務前に１人ＫＹ活動とアルコールチェックを 

行い、自己管理をしています。またデジタコを 

導入し、急加速･急減速などを明確に「見える化」

することで、安全運転の向上に努めています。 
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資源価値最大化への取組み 
 

大昭工業では、お客様のニーズに合わせ一般廃棄物、産業廃棄物の収集・運搬を                    

臨機応変に承っており公共機関を始め、大規模工場施設、大学・高校等の教育機関、                   

大型商業施設の皆様からも好評を頂いております。                                      

また、収集された産業廃棄物はRPF資源としてよみがえり、再び中部地区の産業に貢献します。 

ＬＥＤ照明の導入 

Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 削 減 の た め に 事 務 所 及 び    

設 備 照 明 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 を 進 め ま し た 。 

一般/産業廃棄物の収集･運搬 

大 昭 工 業 で は お 客 様 の ニ ー ズ に 合 わ せ 、  

一 般 廃 棄 物 ･ 産 業 廃 棄 物 の 収 集 ･ 運 搬 を    

臨 機 応 変 に 承 っ て お り 公 共 機 関 を 始 め 、   

大 学 ･ 高 校 等 の 教 育 機 関 、 大 型 商 業 施 設    

の 皆 様 か ら も 好 評 を 頂 い て お り ま す 。 
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超小型電気自動車の導入 

人に・地球に優しいをコンセプトに開発された

超小型電気自動車「COMS」を使用しています

100%電気自動車なので走行中の二酸化炭素や

大気汚染物質の排出は無く、環境に優しい  

エコでクリーンな車です。近距離移動に適して

い て 利 便 性 ･ 経 済 性 を 両 立 し て い ま す 。 



資源価値最大化への取組み 

 

 

 

ＲＰＦ生産による資源循環 

「ＲＰＦ」とはＲeffuse Ｐaper &Ｐastic Ｆuel の

略称であり、主に産業廃棄物のうち、マテリアル

リサイクルが困難な古紙及びプラスチックを 

原 料 と し た 高 カ ロ リ ー の 固 形 燃 料 で す 。   

そ の R P F 製 造 工 場 が 飛 島 村 に あ り ま す 。 

ＲＰＦは、石炭やコークス等、化石燃料の代替 

とし て 大 手 製 紙 会 社 ･鉄 鋼 会 社 ･ 石 灰 会 社 な 

ど 多 く の 産 業 で 利 用 さ れ 、 燃 料 費 と 二 酸 化 

炭 素 削 減 に 大 き く 寄 与 し て い る の で す 。 
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良 質 な プ ラ ス チ ッ ク に 絞 り 込 ん で      

品 質 向 上 に 取 り 組 ん だ た め で す 。 25
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使用済みの作業着をリサイクル 

石油資源使用削減を実現する新しい    

ポリエステルリサイクル技術「BRING」 

というシステムを利用し、使用済み作業着  

５２６着をリサイクルしました。 

BRINGは使わなくなった衣料品を回収し、

その中のポリエステルをもう一度     

ポリエステルの原料に再生します。 

原料が不要になることから石油従来の   

ポリエステル生産に比べ、二酸化炭素が  

約５５%削減されます。 

またBRINGは、SDGsの１７の目標のうち         

下記の７項目に当てはまっています。      

４．質の高い教育をみんなに。     

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに                    

９．産業と技術革新の基盤をつくろう    

１２．つくる責任 つかう責任       

１３．気候変動に具体的な対策を     

１６．平和と公正をすべての人に     

１７．パートナーシップで目標を達成しよう 



水環境保全/水循環への取組み 
 

大昭工業では水環境管理における長年の経験とノウハウを生かしたサービスを展開しています。 

海や川を守り、快適な街創り、生活環境を維持するために私達大昭工業は、専門知識と高度な技術で        

皆様のご要望にお応えします。 

浄化槽の保全 

浄化槽清掃から水質検査など日常の点検業務 

までトータルで浄化槽を管理する事により、     

快 適 な 生 活 環 境 の 維 持 に 努 め て い ま す 。 

水廻りの管理、下水道工事 

貯水槽の定期点検･維持管理から排水溝の清掃、

下水管工事まで水廻りのお手伝いをしています。 

有資格者の育成 

浄 化 槽 管 理 や 工 事 管 理 に は 高 度 な 技 術 と    

公 的 資 格 が 必 要 で す 。 大 昭 工 業 で は     

継 続 的 に 技 術 者 を 育 成 し て い ま す 。 

資格者証数 

浄化槽管理士          13名 

浄化槽技術管理者          5名 

貯水槽清掃作業監督者              5名 

第二種酸素欠乏危険作業主任者  6名 

一級土木施工管理技士              2名 

二級土木施工管理技士              3名 
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地域社会への貢献 
 

私たちは、地域への感謝の気持ちを忘れません。 

“できることから取り組もう！” をモットーに微力ながら地域貢献活動を行っています。 

産業廃棄物の撤去 

平成29年に廃棄カツの横流しに端を発した、       

食品廃棄物の放置が大問題となりました。        

大昭工業も撤去活動に協力させて頂きました。 

F＋A 

ド ラ イバ ー全 員が 人助け に 協力 しま す。 事故･   

災 害 時 に い ち 早 く 被 災 者 の お 役 に 立 て る     

よ う 、 救 急 キ ッ ト を 全 車 両 に 備 え て い ま す 。 

国府宮はだか祭り 

地域のみなさんの厄除けの願いを込めて、  

開 催 さ れ た 年 に は 必 ず 参 加 し て い ま す 。 

地域清掃と学童の見守り 

定 期 的 に 周 辺 の 清 掃 活 動 を 行 っ て い ま す 。    

近 隣 の 小 学 校 ･ 保 育 園 の み な さ ん が 元 気 に    

通う姿をみるのは、従業員みんなの喜びです。 

会社見学会 

地域の小学生に大昭工業という会社やごみについての説明、

パッカー車へのごみの積み込み体験を行っています。   

見学後はごみに対して意識が変わる小学生が多いです。 

災害時における協定書 

私たちの仕事はいかなる時も止めることが出来ません。  

事 業 継 続 の 一 環 と し て 「 災 害 時 に お け る 廃 棄 物 の     

処 理 等 に 関 す る 協 定 書 」 を 取 り 交 わ し て い ま す 。 



働き方改革 
 

大昭工業は、働き方改革として残業時間の短縮への取り組みのほか、 

ライフスタイルに合った働き方、人事制度など様々な取り組みを進めています。 

トピックス 
 

多種多様な働く車に触れ合ったり、好きな絵を描いたりできる展示会 

第５回集まれ！働くイベントに参加しました。 

 

 

 

 

様々な休暇制度  

社員全員が安心してライフスタイルに合った    

仕事が出来るよう、出産後の勤務時間短縮、  

介 護 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の た め の 有 給 休 暇  

制 度 な ど を 創 設 し 、 誰 も が や り が い の あ る  

安心して働ける職場づくりを行っています。 

人事評価制度 

私たちは客観的な評価制度を導入して業績  

を評価し、性別･年齢を問わず、最もふさわ  

しい立場で働く仕組みをつくっています。 



会社概要 

会社名          大昭工業株式会社  

所在地     〒452-0801 愛知県名古屋市西区清里町18番地 

TEL/FAX         TEL:052-503-5311／FAX:052-503-0115 

E-mail             mailbox@daisyokogyo.co.jp 

代表者                 代表取締役 木村諭意智 

創業                 昭和40年 6月1日 

資本金                     7,000万円 

事業内容 

              一般廃棄物収集運搬 

            産業廃棄物収集運搬・処分 

            固形燃料(RPF)製造・販売 

           浄化槽・地下槽清掃維持管理 

           各種水処理プラント維持管理 

                   土木工事 

免許 

            産廃物処理施設技術管理者 

           公害防止管理者(大気、水質) 

             一級土木施工管理技師 

               し尿処理施設一級 

               し尿処理施設ニ級 

             貯水槽清掃作業監督者 

          第二種酸素欠乏危険作業主任者 

                  危険物取扱者 

           建築物環境衛生管理技術者 

                第一種電気工事士 

              排水管清掃作業責任者 

              二級土木施工管理技師       等 

車輌 
   パッカー車9台 バキューム車10台 ダンプ5台               

コンテナ5台 キャブオーバー7台  等 

工場設備 
圧縮機2台 減容機1台 フォークリフト1台        

磁選機1台 バックホー重機1台     等 



認証及び認定 

 

国際マネジメントシステム規格の認証取得によって、継続的改善をおこなっています。 

 

 

通勤からオフィス活動、設備投資に至る環境配慮行動に対し、 

名古屋市から「エコ事業所認定」をいただいています。 

環境マネジメントシステムISO14001 交通マネジメントシステムISO39001 


